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連結株主資本等変動計算書

( 2019年６月１日から
2020年５月31日まで )

（単位：千円）

株 主 資 本

資 本 金 資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金 自 己 株 式 株主資本合計

201 9年６月１日　期首残高 585,199 595,337 8,564,395 △50,820 9,694,111

連 結 会 計 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △153,494 △153,494

親会社株主に帰属する当期純利益 1,058,619 1,058,619

自 己 株 式 の 取 得 △132 △132

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額)

連結会計年度中の変動額合計 － － 905,125 △132 904,993

2 0 2 0年５月31日　期末残高 585,199 595,337 9,469,521 △50,953 10,599,104

その他の包括利益累計額

純 資 産 合 計そ の 他
有 価 証 券
評 価 差 額 金

為 替 換 算
調 整 勘 定

そ の 他 の
包 括 利 益
累 計 額 合 計

201 9年６月１日　期首残高 29,040 △15,488 13,552 9,707,664

連 結 会 計 年 度 中 の 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △153,494

親会社株主に帰属する当期純利益 1,058,619

自 己 株 式 の 取 得 △132

株主資本以外の項目の連結
会計年度中の変動額(純額)

5,325 △58,046 △52,721 △52,721

連結会計年度中の変動額合計 5,325 △58,046 △52,721 852,272

2 0 2 0年５月31日　期末残高 34,366 △73,535 △39,168 10,559,936
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連結注記表

１．連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

(1) 連結の範囲に関する事項

①連結子会社の状況

・連結子会社の数　　　　　　５社

・連結子会社の名称　　　　　株式会社ユーホーニイタカ

スイショウ油化工業株式会社

新高（福建）日用品有限公司

尼多咖（上海）貿易有限公司

新高（江蘇）日用品有限公司

②非連結子会社の状況

・主要な会社等の名称　　　　株式会社Ｎビジネス

・連結の範囲から除いた理由　非連結子会社はいずれも小規模であり、各社の総

資産、売上高、当期純損益及び利益剰余金等は、

連結計算書類に重要な影響を及ぼさないため、連

結の範囲から除外しております。

③連結の範囲の変更

　重要性が増加したことから、当連結会計年度より、新高（江蘇）日用品有限公

司を連結の範囲に含めております。

(2) 持分法の適用に関する事項
①持分法適用の非連結子会社および関連会社数

該当事項はありません。

②持分法を適用しない非連結子会社及び関連会社の名称等

・主要な会社等の名称　　　株式会社Ｎビジネス

・持分法を適用しない理由　持分法を適用していない非連結子会社は、当期純損

益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に見合

う額）等からみて、持分法の対象から除いても連結

計算書類に及ぼす影響が軽微であり、かつ、全体と

しても重要性がないため、持分法適用の範囲から除

外しております。
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(3) 連結子会社の事業年度等に関する事項

①連結子会社である新高（福建）日用品有限公司、尼多咖（上海）貿易有限公司並

びに新高（江蘇）日用品有限公司の決算日は12月31日であります。連結計算書類

の作成にあたり、３月31日現在で実施した仮決算に基づく計算書類を使用してお

ります。なお、連結決算日との間に生じた重要な取引については、連結上必要な

調整を行っております。

②連結子会社である株式会社ユーホーニイタカ並びにスイショウ油化工業株式会

社の決算日は３月31日であります。連結計算書類の作成にあたり、同決算日現在

の計算書類を使用しております。なお、連結決算日との間に生じた重要な取引に

ついては、連結上必要な調整を行っております。

(4) 会計方針に関する事項

①重要な資産の評価基準及び評価方法

イ．有価証券

その他有価証券

・時価のあるもの　　　　　連結会計年度末の市場価格等に基づく時価法（評

価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原

価は移動平均法により算定）

・時価のないもの　　　　　移動平均法による原価法

ロ．デリバティブ　　　　　　時価法

ハ．たな卸資産

・商品及び製品、仕掛品、

原材料及び貯蔵品

主として総平均法による原価法（貸借対照表価額

は収益性の低下による簿価切下げの方法により算

定）

②重要な減価償却資産の減価償却の方法

イ．有形固定資産

（リース資産を除く）

当社グループは定額法を採用しております。

ロ．無形固定資産

（リース資産を除く）

・自社利用のソフトウエア　社内における見込利用可能期間（５年）に基づき

定額法を採用しております。

・その他の無形固定資産　　定額法を採用しております。
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ハ．リース資産
・所有権移転外ファイナ
ンス・リース取引に係
るリース資産

リース期間を耐用年数として、残存価額を零とす
る定額法を採用しております。

③重要な引当金の計上基準
　　貸倒引当金　　　　　　　債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権に

ついては貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定
の債権については個別に回収可能性を勘案し、回
収不能見込額を計上しております。

④重要なヘッジ会計の方法
イ．ヘッジ会計の方法　　　　金利スワップについては特例処理を採用しており

ます。
ロ．ヘッジ手段とヘッジ対象　ヘッジ手段……金利スワップ

ヘッジ対象……借入金
ハ．ヘッジ方針　　　　　　　ヘッジ対象に係る金利変動リスクを一定の範囲内

でヘッジしております。
ニ．ヘッジの有効性評価の

方法

特例処理によっている金利スワップについては、

有効性の評価を省略しております。

⑤のれんの償却方法及び償却期間

のれんの償却については、投資効果が発現すると見積られる期間で均等償却を

行っております。

⑥その他連結計算書類作成のための重要な事項

イ．退職給付に係る会計処理の方法

　ⅰ.退職給付見込額の期間帰属方法

　　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末までの期

間に帰属させる方法については、期間定額基準によっております。

　ⅱ.数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

　　数理計算上の差異及び過去勤務費用については、発生時に一括して費用処理

　をすることとしております。

ロ．消費税等の会計処理　　　税抜方式によっております。

（追加情報）
当社グループは、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響について、一定期間

継続するものの、連結計算書類作成時点において入手可能な情報に基づき、当連結会
計年度末の見積りに大きな影響を与えるものではないと判断しております。
ただし、今後の状況の変化によって判断を見直した結果、翌連結会計年度以降の連

結計算書類において重要な影響を与える可能性があります。
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２．連結貸借対照表に関する注記

(1) 有形固定資産の減価償却累計額 10,976,994千円

(2) 偶発債務

当社は、外注先でありますホワイトプロダクト株式会社の円滑な原材料の調達を

支援するため、同社の原材料購入代金支払債務に対し、次の債務保証枠を設定して

おります。
保証極度額 20,000千円

債務保証残高 12,660千円

差引額 7,339千円

３．連結株主資本等変動計算書に関する注記

(1) 発行済株式の種類及び総数に関する事項

株 式 の 種 類 当連結会計年度期首の株式数 当連結会計年度増加株式数 当連結会計年度減少株式数 当連結会計年度末の株式数

普 通 株 式 5,943,052株 －株 －株 5,943,052株

(2) 剰余金の配当に関する事項

①配当金支払額等

決 議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基 準 日 効 力 発 生 日

2019年７月30日
取 締 役 会

普 通 株 式 76,747 13.00 2019年５月31日 2019年８月14日

2019年12月26日
取 締 役 会

普 通 株 式 76,747 13.00 2019年11月30日 2020年２月７日

②基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年

度になるもの

決 議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額

（千円）
１株当たり
配当額(円)

基 準 日 効 力 発 生 日

202 0年７月30日
取 締 役 会

普通株式 利益剰余金 76,746 13.00 2020年５月31日 2020年８月14日
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４．金融商品に関する注記

(1) 金融商品の状況に関する事項

①金融商品に対する取組方針

当社グループは、資金運用については安全性の高い金融資産で運用し、また、

資金調達については銀行借入を基本方針としております。

②金融商品に係るリスク管理体制

受取手形及び売掛金に係る顧客の信用リスクに関しては、債権管理規程にした

がい取引先ごとの期日管理及び残高管理を行うとともに、定期的に開催される債

権管理委員会にて債権管理の状況をチェックする体制としております。

投資有価証券は、市場価格の変動リスクに晒されていますが、主に業務上の関

係を有する企業の株式であり、定期的に時価の把握を行っております。

借入金及びリース債務の使途は、運転資金（短期）及び設備資金（長期）であ

り、一部の変動金利の借入金は、金利変動リスクを回避するため、金利スワップ

取引を利用し支払利息の固定化を図っております。

(2) 金融商品の時価等に関する事項

　2020年５月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額について

は、次のとおりであります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められる

ものは、次表には含まれておりません（（注）２参照）。
（単位：千円）

連結貸借対照表

計上額
時価 差額

(1)  現金及び預金 2,294,148 2,294,148 －

(2)  受取手形及び売掛金 2,918,927 2,918,927 －

(3)  電子記録債権 1,020,815 1,020,815 －

(4)  投資有価証券 541,832 541,832 －

(5)  支払手形及び買掛金（*） (741,243) (741,243) －

(6)  電子記録債務（*） (1,678,032) (1,678,032) －

(7)  １年内返済予定の長期借入金（*） (299,008) (299,008) －

(8)  未払金（*） (292,970) (292,970) －

(9)  長期借入金（*） (1,491,930) (1,490,228) △1,701

(*) 負債に計上されているものについては、（ ）で示しています。
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（注）１．金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項

(1) 現金及び預金、(2) 受取手形及び売掛金、(3) 電子記録債権

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿
価額によっております。

(4) 投資有価証券

これらの時価について、株式等は取引所の価格によっております。また、投資信託は
公表されている基準価格によっております。

(5) 支払手形及び買掛金、（6) 電子記録債務、(7) １年内返済予定の長期借入金、(8) 未
払金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿
価額によっております。

(9) 長期借入金
これらの時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想定され

る利率で割り引いて算定する方法によっております。

（注）２．非上場株式（連結貸借対照表計上額200千円）は市場価格がなく、かつ将来キャッシュ・
フローを見積ることなどができず、時価を把握することが極めて困難と認められるため、
「(4) 投資有価証券」には含めておりません。

５．１株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 1,788円74銭

(2) １株当たり当期純利益 179円32銭

６．重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。

７．資産除去債務に関する注記

当社グループは、一部の営業所において不動産賃貸契約に基づき、退去時における

原状回復に係る債務を有しております。また、一部の工場において法令に基づく有害

物質の調査・除去に係る債務を有しております。しかし、当該債務に関連する賃借資

産の使用期間が明確ではなく、また現在、工場・営業所の移転等の予定がないため、

債務の履行時期が明確でなく資産除去債務を合理的に見積ることができません。そ

のため当該債務に見合う資産除去債務を計上しておりません。

(注)記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
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株 主 資 本 等 変 動 計 算 書

( 2019年６月１日から
2020年５月31日まで )

（単位：千円）

株 主 資 本

資 本 金

資本剰余金 利 益 剰 余 金

自己株式
株主資本
合 計資本準備金 利益準備金

その他利益剰余金
利益剰余金
合 計特別償却

準 備 金
土地圧縮
積立金

別途積立金
繰越利益
剰 余 金

2 0 1 9年６月１日
期 首 残 高

585,199 595,337 24,873 14,847 37,092 2,000,000 6,150,253 8,227,066 △50,820 9,356,782

事業年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △153,494 △153,494 △153,494

当 期 純 利 益 902,063 902,063 902,063

特別償却準備金の取崩 △4,949 4,949 － －

自己株式の取得 △132 △132

株 主 資 本 以 外 の
項目の事業年度中
の 変 動 額 ( 純 額 )

事業年度中の変動額合計 － － － △4,949 － － 753,518 748,569 △132 748,436

2 0 2 0年５月3 1日
期 末 残 高

585,199 595,337 24,873 9,898 37,092 2,000,000 6,903,771 8,975,635 △50,953 10,105,219

評 価 ・ 換 算
差 額 等

純資産合計そ の 他
有 価 証 券
評 価 差 額 金

2 0 1 9年６月１日
期 首 残 高

29,040 9,385,823

事業年度中の変動額

剰 余 金 の 配 当 △153,494

当 期 純 利 益 902,063

特別償却準備金の取崩 －

自己株式の取得 △132

株 主 資 本 以 外 の
項目の事業年度中
の 変 動 額 ( 純 額 )

5,325 5,325

事業年度中の変動額合計 5,325 753,762

2 0 2 0年５月3 1日
期 末 残 高

34,366 10,139,586
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個別注記表

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1) 資産の評価基準及び評価方法

①子会社株式　　　　　　　　　総平均法による原価法

②有価証券

その他有価証券

・時価のあるもの　　　　　　事業年度末の市場価格等に基づく時価法（評価差

額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は

移動平均法により算定）

・時価のないもの　　　　　　移動平均法による原価法

③デリバティブ　　　　　　　　時価法

④たな卸資産

商品及び製品、仕掛品、原

材料及び貯蔵品

総平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性

の低下による簿価切下げの方法により算定）

(2) 固定資産の減価償却の方法

①有形固定資産　　　　　　　　定額法を採用しております。

（リース資産を除く）

②無形固定資産

（リース資産を除く）

・自社利用のソフトウエア　　社内における見込利用可能期間（５年）に基づき

定額法を採用しております。

③リース資産
・所有権移転外ファイナン

ス・リース取引に係るリ
ース資産

リース期間を耐用年数として、残存価額を零とす

る定額法を採用しております。
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(3) 引当金の計上基準

①貸倒引当金　　　　　　　　　債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権に

ついては貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定

の債権については個別に回収可能性を勘案し、回

収不能見込額を計上しております。

②退職給付引当金　　　　　　　従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末に

おける退職給付債務及び年金資産の見込額に基

づき計上しております。
なお、会計基準変更時差異及び過去勤務費用並び
に数理計算上の差異は、発生時に一括して費用処
理することとしております。

(4) ヘッジ会計の方法

①ヘッジ会計の方法　　　　　　金利スワップについては特例処理を採用しており

ます。

②ヘッジ手段とヘッジ対象　　　ヘッジ手段……金利スワップ

ヘッジ対象……借入金

③ヘッジ方針　　　　　　　　　ヘッジ対象に係る金利変動リスクを一定の範囲内

でヘッジしております。

④ヘッジの有効性評価の方法　　特例処理によっている金利スワップについては、有

効性の評価を省略しております。

(5) 消費税等の会計処理　　　　　税抜方式によっております。

（追加情報）

当社は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響について、一定期間継続す

るものの、計算書類作成時点において入手可能な情報に基づき、当事業年度末の見

積りに大きな影響を与えるものではないと判断しております。

ただし、今後の状況の変化によって判断を見直した結果、翌事業年度以降の計算

書類において重要な影響を与える可能性があります。
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２．貸借対照表に関する注記

(1) 有形固定資産の減価償却累計額  10,466,185千円

(2) 偶発債務

①当社は、子会社であります株式会社ユーホーニイタカの円滑な原材料の調達を支

援するため、同社の原材料購入代金支払債務に対し、次の債務保証枠を設定して

おります。
保証極度額 15,000千円

債務保証残高 754千円

差引額 14,245千円

②当社は、外注先でありますホワイトプロダクト株式会社の円滑な原材料の調達を

支援するため、同社の原材料購入代金支払債務に対し、次の債務保証枠を設定し

ております。
保証極度額 20,000千円

債務保証残高 12,660千円

差引額 7,339千円

(3) 関係会社に対する金銭債権又は金銭債務
短期金銭債権 76,296千円

長期金銭債権 95,000千円

短期金銭債務 30,920千円
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３．損益計算書に関する注記

関係会社に対する取引高
売上高

仕入高

営業取引以外の取引高

157,428千円

1,017,969千円

7,397千円

４．株主資本等変動計算書に関する注記

自己株式の種類及び株式数に関する事項

株 式 の 種 類 当事業年度期首の株式数 当事業年度増加株式数 当事業年度減少株式数 当事業年度末の株式数

普 通 株 式 39,426株 60株 －株 39,486株

（注）自己株式の増加は、単元未満株式の買取りによる増加であります。

５．税効果会計に関する注記

 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
（千円）

繰延税金資産

未払賞与 68,602

未払事業税 19,647

退職給付引当金 405,880

長期未払金 70,609

子会社株式評価損 20,992

その他 66,548

繰延税金資産小計 652,281

評価性引当額 △49,288

繰延税金資産合計 602,993

繰延税金負債

特別償却準備金 4,447

土地圧縮積立金 16,664

その他有価証券評価差額金 12,861

繰延税金負債合計 33,973

繰延税金資産の純額 569,019
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６．関連当事者との取引に関する注記

該当事項はありません。

７．１株当たり情報に関する注記

(1) １株当たり純資産額 1,717円54銭

(2) １株当たり当期純利益 152円80銭

８．重要な後発事象に関する注記

該当事項はありません。

９．資産除去債務に関する注記

当社は、一部の営業所において不動産賃貸契約に基づき、退去時における原状回復

に係る債務を有しておりますが、当該債務に関連する賃借資産の使用期間が明確では

なく、また現在、移転等の予定がないため、資産除去債務を合理的に見積ることがで

きません。そのため当該債務に見合う資産除去債務を計上しておりません。

(注)記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

－ 13 －


	ＷＥＢ開示用　表紙（サイズ調整）
	法令及び定款に基づくインターネット開示事項

